祈りの力
ヤコブの手紙 5:16
私たちが行う、キリスト教に特有のことはたくさんあります。例えば、聖餐、交わり、伝道、そして洗礼です。これらはすべて伝統的なキリスト教の活動ですが、私たちが行うキリスト教の「事柄」の中で、おそらく最も頻繁に行うのは、祈ることです。食事をするとき、礼拝するとき、一人でいるとき、デボーションのとき、病人を訪問するとき、困難や絶望の中にあるとき、あるいはとても幸せなとき――私たちは祈ります。
私たちはおそらく、クリスチャンとして行う他のどんな霊的な「訓練」よりも、祈りに多くの時間を費やしています。そのため、祈りという行為は時に、少し新鮮味を失い、少し退屈に感じられるようです。ほかの何事でもそうですが、十分に繰り返していると、古くて効果のないものに感じ始めます。
今朝は、祈ることをやめないように、そして忍耐して祈り続けるべき理由をいくつかお伝えして、あなたを励ましたいと思います。あなたが祈りにおいて忍耐すべき理由は、次のとおりです。
祈りが必要です
戦う相手は、血肉を持った人間ではなく、肉体のない者たちです。すなわち、目に見えない世界の支配者たち、この世を支配する暗闇の大王たち、それに、天にいる無数の悪霊です。
- エペソ人への手紙 6:12
エフェソの信徒への手紙6章12節で、パウロは、この世で起こっている真の戦いは、国々の間や経済体制の間のものではない（これらは真の戦いを反映しているにすぎない）と教えています。そうではなく、真の戦いは、「諸権力、暗闇の世界の支配者たち、天上にいる悪の霊的勢力に対するもの」です。この戦いは、教会と神の御言葉の広がりを絶えず破壊しようとしているサタンとその悪の勢力に対するものです。
ある人々は下からの知恵を持ち、人間の戦争、政治、権力という小さな全体像しか見ることができません。神は、ある人々に御言葉を通して、より大きな全体像を見る能力をお与えになりました。それは、霊的領域における戦いが、物理的領域における戦いを生み出しているということです。ある人々は銃や外交、金銭の駆け引きによって戦うことを選びます。それは、領土、金銭、そして一時的な権力をめぐる局地的な戦いです。他の人々は、第一の前線、すなわち真の敵に対する霊的な前線で戦うことを選び、この戦いを聖書、聖霊、そして祈りによって戦います。
パウロはローマ人への手紙6章23節で、「罪の報酬は死である」と言っています。ペテロは、サタンが人を食い尽くそうとして絶えず歩き回っていると言っています。言い換えれば、サタンは人々を罪へと誘惑する方法を絶えず探し、彼らの人生に死とその症状をもたらそうとしているのです。彼の攻撃に対抗するために、祈りは多くの点で必要です：
1. サタンが無知な人々を滅ぼさないように、働き人たちが出て行って福音を宣べ伝えるよう祈る必要があります（マタイの福音書 9:38）。
1. 人生における罪の直接的および間接的な結果のために苦しんでいる人々のために祈る必要があります。 戦争の犠牲者
1. 病気や苦しみの犠牲者
1. 壊れた家庭の犠牲者
1. 罪による被害の一覧は、延々と続きます
1. 神は、これらの事柄からのいやし、支え、回復のために祈るよう私たちに告げておられます。ヤコブの手紙 5:15
1. 神が私たちの目を開いて、全体像を見ることができるように祈る必要があります。 エリシャは、恐れないように、彼のしもべが敵を取り囲む天の軍勢を見ることができるように祈りました（列王記第二 6:17）。
1. パウロは、兄弟たちが、キリストに忠実な者たちを待ち受けている天の賜物を見ることができるように祈りました（エペソ人への手紙 1:18）。
私たちは、単に物事のためではなく、ビジョンのために祈る必要があります。神の全体像の中で自分たちがどのような位置を占め、天上の場所にいるそれらの勢力との継続中の戦いにおいて、どのような立場を担うのかを見るためのビジョンです。朝食のためであれ、病気から回復するためであれ、力を得るためであれ、ビジョンのためであれ、すべての祈りは常に必要です。なぜなら、それは人生が本当は何についてのものなのかに関わっているからです。
必要だから祈り続けなさい。しかし、次の理由からも祈り続けなさい。
祈りは教会の基本的な務めです
私たちは教会における奉仕の体系を知っています。それは、教育、伝道、交わり、奉仕、礼拝です。これらの活動の一つ一つが実行されるとき、個々の信徒だけでなく、教会全体も成長します。しかし、これらの個々の奉仕グループが効果的に働くためには、それぞれに祈りが必要です。私たちは次のことをする必要があります。
· 教師たちとその忠実さのために祈りましょう
· 私たちの伝道活動のために祈りましょう
· 兄弟姉妹が互いに近く結び合うように祈りましょう
· 私たちが効果的に仕えることができるよう、神が必要な資源と才能を備えてくださるように祈りましょう
· 私たちの礼拝が霊と真理においてなされるように祈りましょう
· 私たちの指導者たちが、知恵と忠実さを保ち、健やかで、また集中していられるように祈りましょう。
祈りは基本的なものです。なぜなら、身体的または経済的な制約がどのようなものであっても、力強く粘り強い祈りの生活を通して、この教会に変化をもたらすことができるからです。
次の理由で、決して祈ることをやめてはなりません：
祈りは力強い
時々、「私たちはいつでも祈ることができる」とか、「祈りましょう。害にはならないのだから」と言う人々の言葉を耳にします。このような発言は、私たちが祈りの力を認識していないことを明らかにします。祈りは、願望的な考えでも、絶望からの行為でもありません！祈りが力あるものである理由はいくつかあります。
1. それは、私たちの最も強力な敵を打ち負かすのに十分な力を持っています。 サタンは強大な霊的存在であり、人間よりはるかに強い存在です。イエスは、祈りが彼に対する私たちの防御であると教えておられます（ペテロの手紙第一 5:8；ルカの福音書 22:31-32）。
1. それは、全能の神に向けられています。 祈りが非常に力強い理由は、その対象である方がすべての力を持っておられるからです。偶像に百万回祈っても無益です。清い心なしに、犠牲を伴って熱心に祈っても無益です。キリストに言及することなく、またキリストを慕い求めることなくささげられた祈りは、聞かれません。しかし、最も小さな声も、イエスの名によって神に向かって上げられる最も弱い手も、天と地の創造主に聞かれ、永遠に覚えられます。
1. 祈りは、それが働くので力強いのです。 過去に祈りが答えられたことのある人は、手を上げてください。ほかに何も効かないときにも、祈りは働きます。祈りは、それ自身の時に、それ自身の方法で、それ自身の目的のために働きます――しかし、確かに働くのです！ 私たちが眠っている間にも祈りは働きます。ある状況では、私たちにもかかわらず働きます。
神は、私たちが想像する以上にはるかに多くのことをなさることがおできになります――神はいつも私たちを驚かせてくださいます――そして祈りは、その力につながる私たちの命綱です。
これが、私たちが祈りと断食の週末を設けている理由の一つです。霊的な訓練は次のように行います：
· 私たちの目標は、24時間にわたって、少なくとも一人が神に祈りと礼拝をささげることです。言い換えれば、金曜日の午後6時から翌日の午後6時まで、私たちの会衆の誰かが途切れることなく神に祈るということです。
· その方法は、異なる人々が30分単位で祈る責任を担うことです。すべての時間枠が埋まるまで、リストに名前を書いてもらいます。一つの時間に複数の人が申し込むこともできます。
· 最後に、交わりの食事をして「断食を解きます」
「1時間、何について祈ればよいのですか？」とか「どのように断食すればよいのですか？」といった質問は、いつもたくさんあります。始めるには、ただ二つのことをしてください。
1. あなたが担当する祈りの時間に申し込むよう、メンバーに依頼します。メンバーは自宅、またはあなたと選んだ時間にとって都合のよい場所で祈ります。1時間以上を満たすのに十分すぎるほど、祈り、黙想する事柄を用意しておくべきです。
1. もう一方の申込用紙に、この24時間の間に教会に祈ってほしい事柄を書き始めます。
要約
さて、今日のレッスンでは、祈りのあらゆる側面、ささげるべき祈りの種類、また私たちがどのように祈るべきかの例をすべて扱ったわけではありません。これから数週間にわたって、祈りについてさらに詳しくお伝えするとともに、断食についても、なぜ、そしてどのようにすれば効果的かつ安全に行えるのか、さらに詳しくお伝えします。しかし今日は、あなたがたのクリスチャン生活の一部として祈ることをあきらめないように思い起こさせ、定期的に祈っていない人々には、主とともに歩む日々の生活の一部として祈り始めるよう励ましたいと思いました。なぜなら、
· それは教会とあなたの人生に必要です。おそらく、最も必要とされているものです。私たちは、祈るべきだと思うだけでなく、時間を取り、実際に祈る必要があります。
· それは教会にいるすべての人のためのものです。私たち全員がそれを必要としているだけでなく、私たち全員がそれを行うことができます！私たちは皆、自分自身のためにそれを行うことができますし、他の人々のためにも行い始めるべきです。
· それは、教会がその働きを続ける力であり、私たちの信仰を支える力です。
私の心にしばしばある祈りの一つは、この建物にいる一人一人が神と正しい関係にあることです。福音に従うことを先延ばしにしている人々が、もはやためらうことなく、悔い改めとバプテスマによって神に従い、救いその他の事柄についての彼らの祈りが聞かれるように祈ります。兄弟姉妹が、自分たちを神や兄弟姉妹から引き離しているどのような罪や心のかたくなさをも取り除く勇気を持つよう、絶えず祈ります。主が、私たちの教会の家族に加わりたいと願う敬虔な人々を私たちに送ってくださるように祈ります。
これらの祈りが何らかの形であなたに呼びかけているなら、どうか今、前に出て、私たちが立って歌う中で、主の招きを受け入れてくださいますように。
